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大学1年生における希望業種の男女間比較 : 「大学
生のキャリア意識調査」の分析
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わち男性が家計を支えるという稼得責任の意識が
根強く存在していると考えることもできるかもし
れない。
第二に、 高校生調査と同様に、希望業種の分布
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が男女で異なることが確認された。男子は第２次・
産業と第３次産業の業種を希望し、女子は第３次
産業のみを希望する傾向にあり、希望業種のばら
つきは男子の方が女子より大きい。
第三に、高校生調査と同様に、希望業種と将来
生活イメージの関連性が男女間で異なることが確
認された。業種を希望する理由自体に男女格差が
あるため、希望業種の分布に格差が生まれている
という高校生調査の発見が､大学生においても裏
付けられた。
第四に､同じ対象者への３時点の調査を通じて、
時間の経過とともに希望業種が広がっている傾向
が確認された。１時点の調査ではなく、縦断調査
による意義と見なすことができるのではないか。
ただし、この分析についてはデータの限界があ
り、希望業種が広がった要因については不明であ
る。
川崎（2005）は、職業の選択では絞ることを
重視しがちだが､絞る前にはまず十分拡げること
が重要であると述べている。また、上西（2006）
の全国大学の調査においても､７割以上の大学が、
低学年からの全学的なキャリア支援・キャリア教
育について、具体的な職業を早期に定めるより、
幅広い見識をそなえ幅広い経験を積ませることが
望ましいという方針を持っている。大学の学生生
活のさまざまな経験を通じて､希望業種が広がる
ということが検証できれば､低学年からのキャリ
ア支援への示唆が導かれろと考える。
また、佐藤ら（2009a）は、半数以上の学生は
第一志望の業界に就職できず､結果的に求人倍率
の高い業界に流れることを明らかにし、佐藤ら
(2009ｂ）は、就職活動の初期時点で希望業界を
変化した学生が就職活動に成功させやすいことを
確認した。これらの研究では、第一志望の就職活
動が終了した後の支援として第二志望を再構築す
る術を与えるべきと指摘している。本研究では、
大学１年生を対象にしているが、長期的に見ても
複数の業種に興味･関心を持つことは重要である
と思われる。
本稿は、大学１年生の継続調査であるが、今後
２年生以降に学生の意識がどのように変化するの
か、そして変化を生み出す要因とは何かを検証す
る必要があろう。今後の課題としたい。
－注
1）毎日コミュニケーションズ２００８年度「大学生の
就職意識調査｣。調査対象が２００９年３月卒業見
込みの全国の大学３年生と大学院１年生､調査期
間は2007年１０月～2008年２月、調査方法は
郵送と、就職サイト上の入力フォームによる回
収。有効回答数10299名のうち、文系男子2505
名、文系女子4534名。希望業種は５６業種のう
ち２つまで選択。
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大学１年生における希望業種の男女間比較
仕事以外に自分の生きがいをもちたい
１つの仕事にとどまらずいろいろな経験をしたい
あまりがんばって働かず､のんびり暮らしたい
職意識調査」
真鍋倫子（2007）「Ⅳテーマ別分析l子どもた
ちの職業観：職業カテゴリーの分析から」福
島県男女共生センター『学校教育における
ジェンダー平等戦略～教育環境と教育内容に
焦点をあてて～』ｐｐ」13-128
安定した職業生活を送りたい
自分に合わない仕事ならしたくない
将来の生活については考えていない
有名になりたい
専門的な知識や技術を磨きたい
ひとよりも高い収入を得たい
ひとの役に立つ仕事をしたい
補論
本稿で使用した将来生活イメージの項目は､下
記の通りである。
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